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小学校教師における「体力を高める運動」に関する意識調

岡野  昇 *・ 伊藤 暢浩 **・ 山本 俊彦*0加納 岳拓 **

本研究では,三重県内の小学校教師289名 を対象に「体力を高める運動」に関する意識調査を実施した。主な
調査結果は,約 8割の教師が「子どもの体力は低下している」と感じ,「子どもの体力低下は重大な問題である」
と認識していることが明らかになった。また,「体力を高める運動」が取り組みにくいと感じている教師は 1割

余りで,実践例や教材が少ないと感じている教師も2割余りであることから,指摘されているほど「体力を高め
る運動」が敬遠されていないことが明らかとなった。しかしながら,「体力を高める運動」の実施状況は,体育
授業 (単元学習や準備・整理運動)と して取り組まれているものが約 4割で,体育授業以外 (業間体育・活動)
として取り組まれているものが約 3割に留まるという結果となった。
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1.は じめに

平成 20年の小学校学習指導要領改訂に伴い,すべて
の学年において「体つくり運動」の領域が位置づけられ

た。これは体力の低下傾向と積極的に運動する子とそう

でない子どもの二極化を背景とするものである
1)。

「体

つくり運動」は従前の体操領域であり,小学校の高学年
で取り扱われていた内容である。その領域が平成 lo年

の改訂により「体つくり運動」に変更され,「体ほぐし

の運動」と「体力を高める運動」の内容が位置づけられ

たの。

平成 lo年の学習指導要領の改訂では,新 しい内容で

ある「体ほぐしの運動」に注目が集まり,三重県内の小

学校でも「体ほぐしの運動」の実技研修が盛んに行われ,

体育授業においても導入されるようになってきている。

しかしその一方で,「体力を高める運動」に関しては,

「体操領域の時代から取り扱いにくい内容である」とい

う指摘がみられ
注り,三重県内の小学校体育科研究協議

会や体育科の研究校においても,実践例は少数である注υ

ことから,「体力を高める運動」は積極的に取り組まれ

ているとは言い難い状況にある。

そこで,本研究では三重県内の小学校教師を対象に「体

力を高める運動」に関する意識調査を行うことで,こ れ

からの小学校体育における「体力を高める運動」につい

ての基礎資料を得ることが目的である。

2口 調査方法

2口 1 調査方法

調査方法は,平成 21年 8月 6日 ,8月 H日 ,8月 24日 に,
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質問紙調査 (多肢選択法と自由記述法)方式で,平成
21年度小学校体育担当者研究協議会 (三重県教育委員

会主催)に参加した教師を対象に調査した。質問紙は
312名 に配布し289名 から回答を得た (回答率 92.6%)。

2.2 集計方法および調査項目
本調査は,多肢選択法による項目の回答割合から教師
の意識傾向を把握する調査 Iと 自由記述による記述内容

から教師の意識傾向を把握する調査Ⅱの二つの調査を実

施した。多肢選択法について得られた回答は,少数第二

位で四捨五入し平均値を算出した。そして,全体と地域
別 (中勢・北勢・南勢ブロック)の平均値を算出すると
ともに,各教師の「勤務地 0年齢 0性別 0教職年数 :こ

れまで多く受け持った学年 。自主研究」の別に統計解析

ソフトsPss15.OJを 用いてクロス集計を行った。また,

自由記述について得られた回答は,キーヮードとキーセ

ンテンスに区切り,それらをKJ法により整理した。
調査 Iは ,多肢選択法による7つ の設間であり,内容
は「子どもの体力低下について (2項 目)」 ,「実施形態

について (3項 目)」 ,「取 り組みにくさについて (1項

目)」 ,「実践例や教材について (1項 目)」 である。調査

Ⅱは,自 由記述による 2つの設間であり,内容は「運動
の実践について (1項 目)」 ,「 日頃感じていること (1項

目)」 である。

3.調査の結果

3日 1 調査 1/全体の結果
3。 1日 1 子どもの体力低下について①
「1.子 どもの体力は低下している」という項目の全体

の回答結果は,あてはまるが 81.4%,どちらでもないが

16.8%,あ てはまらないが 1.8%で あり,約 8割が子ど
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もの体力は低下していると回答している (図 1)。

0%       20%       40%       60%       80%       100%

国 あてはまる   圃赳どちらでもない    国圏あてはまらない

図1子どもの体力は低下している (全体)

3日 1■ 2 子どもの体力低下について②
「2。 子どもの体力低下は重大な問題である」いう項目

の全体の回答結果は,あてはまるが 77.6%,ど ちらでもな

いが 19.6%,あ てはまらないが2.8%であり,約 8割弱が

子どもの体力低下は重大な問題と回答している (図 2)。

全体

0%       20%       40%       60%       80%       100%

□ あてはまる   国鍮どちらでもない    国圃あてはまらない

図2子どもの体力低下は重大な問題である(全体)

3日 1日 3 実施形態について①
「3.体育の授業で単元として『体力を高める運動』を

行っている」という項目の全体の回答結果は,あてはま

るが 40.8%, どちらでもないが 41.5%,あ てはまらない

が 17.6%であり,約 4割が「体力を高める運動」を単元

として行っていると回答している (図 3)。

全体

0%       20%       40%       60%       80%      100%

□ あてはまる   国陶どちらでもない    国回あてはまらない

図3単元として「体力を高める運動」を行っている(全体)

3日 1● 4 実施形態について②
「4.体育の授業で準備・整理運動として『体力を高め

る運動』を行っている」という項目の全体の回答結果は,

あてはまるが41.8%, どちらでもないが 37.9%,あ てはま

らないが 20.4%であり,約 4割が準備・整理運動として「体

力を高める運動」を行っていると回答している (図 4)。

全体

0%       20%       40%       60%       80%       100%

Elあてはまる   国吻どちらでもない    圏躍あてはまらない

図4準備。整理運動として「体力を高める運動」を行っている(全体)

3.1.5 実施形態について③
「5。 業間体育・活動として『体力を高める運動』を

行っている」という項目の全体の回答結果は,あてはま

るが 28.4%, どちらでもないが 33.0%,あ てはまらない

が 38.6%で あり,約 3割弱が業間体育・活動として「体

力を高める運動」行っていると回答している (図 5)。
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全体

0%       20%       40%       60%       80%      100%

Elあてはまる   躍圏どちらでもない    |■ あてはまらない

図5業間体育・活動として「体力を高める運動」を行つている(全体)

3日 1■ 6 取り組みにくさにつぃて
「6.『体力を高める運動』は取り組みにくい」という

項目の全体の回答結果は,ぁてはまるが 12.9%,どちら

でもないが 65。4%,あてはまらないが 21.7%であり,約
1割が「体力を高める運動」は取り組みにくいと回答し

ている (図 6)。

全体
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EIlあてはまる   圃赳どちらでもない    |■ あてはまらない

図6「体力を高める運動」は取り組みにくい(全体)

3.1口 7 実践例や教材について
「7.『体力を高める運動』の実践例・教材は少ない」

という項 目の全体の回答結果は,あ てはまるが 24.6%,

どちらでもないが 60.7%,あ てはまらないが 14.7%で あ

り,約 2割が「体力を高める運動」の実践例や教材は少

ないと回答している (図 7)。

全体

0%       20%       40%       60%       80%      100%

Elあてはまる   R赳 どちらでもない    |■ あてはまらない

図7「体力を高める運動」の実践例や教材は少ない(全体)

3.2 調査 1/地域別の結果
3.2日 1 子どもの体力低下について①
「1.子どもの体力は低下している」の地域別の回答結果

は,中勢ブロックにおいては,あてはまるが86.0%, どち

らでもないが 14.0%,あてはまらないが 0%であり,北勢

ブロックにおいては,あてはまるが 85。7%,どちらでもな
いが 13.3%,あ てはまらないが 1.0%であり,南勢ブロッ

クにおいては,あ てはまるが 72.3%, どちらでもないが

23.4%,あてはまらないが4.3%であつた(図 8)。 南勢ブロッ

図8子どもの体力は低下している (地域別)
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クにおいて,子 どもの体力が低下していると回答する割合
が他のブロックに比べて少ない結果となっている。

3.2日 2 子どもの体力低下について②
「2.子 どもの体力低下は重大な問題である」の地域別
の回答結果は,中勢ブロックにおいては,あ てはまる
が 81.6%, どちらでもないが 13.8%,あ てはまらない

が 4.6%であり,北勢ブロックにおいては,あてはまる
が 79。 0%, どちらでもないが 20.0%, あてはまらない

が 1。o%であり,南勢ブロックにおいては,あてはまる
が 72.3%, どちらでもないが 24.5%,あ てはまらないが

3.2%)で あつた (図 9)。 南勢ブロックにおいて,子 ど

もの体力低下は重大な問題と回答する割合が他のブロッ

クに比べて少ない結果となっている。

図9子どもの体力低下は重大な問題である(地域別)

3口 2.3 実施形態について①
「3.体育の授業で単元として『体力を高める運動』
を行っている」の地域別の回答結果は,中勢ブロック
においては,あてはまるが 40。 7%, どちらでもないが
43.0%,あ てはまらないが 16.3%で あり,北勢ブロック

においては,あてはまるが 38.5%, どちらでもないが
42.3%,あ てはまらないが 19.2%で あり,南勢ブロック
において iよ ,あてはまるが 43.6%, どちらでもないが
39.4%,あ てはまらないが 17.0%で あった (図 10)。 北

勢ブロックにおいて,単元として「体力を高める運動」
を行っていると回答する割合が他のブロックに比べて少

ない結果となっている。

図10単元として「体力を高める運動」を行っている(地域別)

3口 2.4 実施形態について②
「4。 体育の授業で準備・整理運動として『体力を高め

る運動』を行っている」の地域別の回答結果は,中勢ブ
ロックにおいては,あてはまるが 43.7%, どちらでもな
いが 39。 1%,あ てはまらないが 17.2%であり,北勢ブロッ

クにおいては,あてはまるが 35。2%, どちらでもない
が 37.1%,あ てはまらないが 27.6%で あり,南勢ブロッ
クにおいては,あてはまるが 47.3%, どちらでもないが

37.6%,あてはまらないが 15。 1%であった (図 H)。 北

勢ブロックにおいて,準備・整理運動として「体力を高
める運動」を行っていると回答する割合が他のブロック

に比べて少ない結果となっている。

3.2.5 実施形態について③
「5。 業間体育・活動として『体力を高める運動』を行っ

ている」の地域別の回答結果は,中勢ブロックにおいて

は,あてはまるが 19。8%, どちらでもないが 31.4%,あ
てはまらないが48.8%で あり,北勢ブロックにおいては,

あてはまるが 36.2%, どちらでもないが 34.3%,あ ては

まらないが 29.5%で あり,南勢ブロックにおいては,あ
てはまるが 27.7%, どちらでもないが 33.0%,あ てはま

らないが 39。4%で あった (図 12)。 北勢ブロックにおい

て,業間体育・活動として「体力を高める運動」を行っ

ていると回答する割合が他のブロックに比べて多い結果

となっている。

3日 2.6 取り組みにくさについて
「6。 『体力を高める運動』は取り組みにくい」の地域

別の回答結果は,中勢ブロックにおいて,あてはまる

が 17.2%, どちらでもないが 63.2%,あ てはまらない

が 19.5%で あり,北勢ブロックにおいては,あてはま
るが 9.5%, どちらでもないが 68.6%,あてはまらない

が 21.9%で あり,南勢ブロックにおいては,あてはまる

が 12.8%, どちらでもないが 63.8%,あ てはまらないが

23.4%で あった (図 13)。 中勢ブロックにおいて,「体力

を高める運動」は取り組みにくいと回答する割合が他の

ブロックに比べて多い結果となっている。

図11準備・整理運動として「体力を高める運動」を行つている(地域別)

図12業間体育・活動として「体力を高める運動」を行っている(地域別)
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図13「体力を高める運動」は取り組みにくい(地域別)

3日 2.7 実践例や教材について
「7.『体力を高める運動』の実践例・教材は少ない」

の地域別の回答結果は,中勢ブロックにおいては,あて

はまるが 32.2%, どちらでもないが 58.6%,あ てはまら

ないが 9。2%であり,北勢ブロックにおいては,あ ては

まるが25.0%, どちらでもないは57.7%,あ てはまらない

が 17.3%であり,南勢ブロックにおいては,あてはまる

が 17.0%, どちらでもないが 66.0%,あ てはまらないが

17.0%)であった (図 14)。 中勢ブロックにおいて,「体

力を高める運動」の実践例・教材は少ないと回答する割

合が他のブロックに比べて多い結果となっている。

図14「体力を高める運動」の実践例や教材は少ない(地域別)

3.3 調査 1/ク ロス集計の結果
統計解析ソフトSPss15.OJを使用し,各教師の「勤務

地 0年齢 0性別 0教職年数。これまで多く受け持った学年・

自主研究」と調査 Iの クロス集計を行い,統計的優位水

準を5%と して解 2乗検定を行った結果,「年齢」と「 1.

子どもの体力は低下している」,「自主研究」と「7.『体

力を高める運動』の実践例 。教材は少ない」に優位な差

がみられた。以下に回答結果を取り上げる。

「 1。 子どもの体力は低下している」の年齢別の回答結

果は,20代 においては,あてはまるが 65.7%, どちら

でもないが 32.9%,あてはまらないが 1.4%で あり,30

代においては,あてはまるが 84.8%, どちらでもないが

13.9%,あてはまらないが 1.3%であり,40代 においては,

あてはまるが 92.6%, どちらでもないが 5.3%,あ ては

まらないが 2.1%であり,50代においては,あてはまる

が 76.3%, どちらでもないが 21.1%,あ てはまらないが

2.6%で あつた (図 15)。 子どもの体力が低下していると

回答する割合が 40代では最も多く,20代では最も低く

なっている。
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図15「子どもの体力は低下してい司の年齢別回答

「7.『体力を高める運動』の実践例・教材は少ない」

の自主研究別の回答結果は,体育を中心に取り組んでい

る教師において,あてはまるが 21。8%, どちらでもない

が 50。9%,あてはまらないが 27.3%で あり,体育以夕|の
教科等に取り組んでいる教師においては,あてはまる

が 26.5%, どちらでもないが 62.8%,あ てはまらないが

10.8%で あつた (図 16)。 体育以外の教科等に取り組ん

でいる教師の方が,「体力を高める運動」の実践例・教

材が少ないと回答する割合が多くなっている。

図16「『体力を高める運動』の実践例・教材は少ない」の自主研究回答

3:4 調査Ⅱ/自 由記述の結果
「これまで取り組まれてきた『体力を高める運動』の

具体的な内容についてお書きください」という設間に対

し,回答数は289名 中212名 (回答率 73.4%)で あつた。

これまで取り組んだ実践については,「体育の授業での

実践例」が 164件 ,「業間体育・活動,行事での実践例」

が 56件 ,「体育の授業として行うときに大切にしたいこ

と」が 16件であった。

「体育の授業での実践例」における主な内容は,「スト

レッチ・準備・整理運動」が 24件 と最も多く,次いで

「持久走」が 23件 ,「 トレーニング」が 20件 ,「なわとび」

が 18件 ,「ゲーム鬼ごっこ」が 16件 ,「道具を使った運

動」が 7件,その他が 2件の順であり,それらを「組み

合わせて行う」が 54件あった。 (図 17参照)

また,「『体力を高める運動』について,日 頃感じてい

ることがあればお書きください」の設間に対し,回答数

は289名 中 152名 (回答率 52.6%)であつた。「体力低

下について問題だと感じている」が 57件 と最も多く,

次いで,「体力を高める運動の取り組みにくさ」が 38件 ,

「体力を高める運動の実践例や教材の少なさ」が 28件で

あったな

「体力低下について問題だと感じている」における主

な内容は,「生活を変えていかなければならない」,「二
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極化している」がそれぞれ 12件 と最も多く,「遊び不足」

が 10件 ,「カリキュラムに問題がある」が 6件の順であっ

た。「体力を高める運動の取り組みにくさ」における主

な内容は,「時間が確保できない」が 14件 と最も多く,

次いで,「 どうすればよいのかわからない」が 12件であっ

た。「体力を高める運動の実践例や教材の少なさ」にお

ける主な内容は,「研修の必要性」が 16件 と最も多く,

次いで,「実践例,教材の必要性」が 12件であった。 (図

17参照)

4.調査結果の概要

調査 1/全体からの結果では,約 8割の教師が「子
どもの体力は低下している」と感じ,「子どもの体力低

下は重大な問題である」と認識していることが明らかに

なった。また,「体力を高める運動」が取 り組みにくい

と感じている教師は 1割余 りで,実践例や教材が少ない

と感じている教師も2割余りであることから,指摘され

ているほど「体力を高める運動」が敬遠されていないこ

とが明らかとなった。しかしながら,「体力を高める運

動」の実施状況は,体育授業 (単元学習や準備 0整理運動 )

として取 り組まれているものが約 4割で,体育授業以外

(業間体育・活動)と して取 り組まれているものが約 3割

に留まり,約 2割が体育授業としても,ま た約 4割が体

育授業以外としても取 り組んでいない結果となった。

調査 1/地域別からの結果では,中勢ブロックは他の

ブロックに比べ,「体力を高める運動」について,取 り

組みにくさを感じており,実践例・教材も少ないと感じ

ている傾向が見られた。また,北勢ブロックでは他のブ
ロックに比べ,「体力を高める運動」について,体育授
業以外 (業間体育 0活動)と して取 り組まれている割合

が高く,体育授業 (単元学習や準備・整理運動)と して

取 り組まれている割合が低い傾向が見られた。さらに,

南勢ブロックは他のブロックと比べ,「体力を高める運

動」について,体育授業 (単元学習や準備 0整理運動 )
として取 り組まれている割合が高いためか,取 り組みに

くさを感じておらず,実践例・教材も少ないと感じてい

ないという傾向が見られた。

調査 1/ク ロス集計からの結果では,50代 を除き年

代が高くなるにつれて,子どもの体力は低下していると

回答する割合が高くなり,特に40代 においては 9割 を

超える回答結果となった。また,体育について自主研究

に取り組んでいる教師の方が,そうでない教師と比べて,

「体力を高める運動」の実践例・教材は少ないと回答す

る割合が低い結果となった。

調査Ⅱ/自 由記述からの結果では,こ れまで取り組ま

れてきた「体力を高める運動」の具体的な内容は,「ス

トレッチ・準備 0整理運動,持久走,ト レーニング,な
わとび,ゲーム・鬼ごっこ」などを「組み合わせて行う」

ものが多い傾向にあった。続いて,「体力を高める運動」

について日頃感じていることは,「体力低下について問

題だと感じている」が最も多く,「生活を変えていかな

調査Ⅱ/自 由記述の分類



ければならない」,「二極化している」,「遊び不足」,「カ

リキュラムに問題がある」など,子ども自身の問題とい

うより,子 どもを取り巻く生活環境の変化を問題として

とらえる傾向が見られた。また,「体力を高める運動の

取り組みにくさ」の原因として,「時間が確保できない」

や「どうすればよいのかわからない」があげられたり,「体

力を高める運動の実践例や教材の少なさ」について,「研

修の必要性」や「実践例,教材の必要性」を感じている

ことから,比較的短時間で取り組むことができる教材開

発が求められていることが明らかになった。(図 17参照)

5.おわりに

本研究では,三重県内の小学校教師289名 を対象に「体

力を高める運動」に関する意識調査を実施することによ

り,小学校体育における「体力を高める運動」について

の基礎資料を得ることができた。主な調査結果は,約 8

割の教師が「子どもの体力は低下している」と感じ,「子

どもの体力低下は重大な問題である」と認識しているこ

とが明らかになった。また,「体力を高める運動」が取

り組みにくいと感じている教師は 1割余りで,実践例や

教材が少ないと感じている教師も2割余りであることか

ら,指摘されているほど「体力を高める運動」が敬遠さ

れていないことが明らかとなった。しかしながら,「体

力を高める運動」の実施状況は,体育授業 (単元学習や

準備・整理運動)と して取り組まれているものが約 4割

で,体育授業以外 (業間体育・活動)と して取り組まれ

ているものが約 3割に留まるという結果となった。

今後の課題は,調査で得られた結果を基礎資料としな

がら,こ れからの小学校体育における「体力を高める運

動」の教材開発や単元開発につなげていくことである。

付 記

本調査は,三重県教育委員会スポーツ振興室の協力を

得ながら進められた。また,本稿の統計処理においては、

三重大学大学院教育学研究科の中西礼氏にご協力をいた

だいた。記して,感謝を申し上げたい。

注

注 1)例えば,「体力を高める運動」について,板垣は「敬
遠されて,他のスポーツの時間を多くしたり準備運

動を体操にあてて行っている」の,米川は「取り組

みは全体として消極的になってきている」
のと述べ

ている。また,高橋・三木は「実践が極めて貧困で

ある」0,滝沢は「敬遠され,あ まり実践されてい

ないという傾向がある」°と指摘がある。

注 2)例えば,三重県三涸小学校体育科教育研究協議
会では,2002年度から2005年 度まで「体つくり運

岡野  昇 。伊藤 暢浩・山本 俊彦 0加納 岳拓

動部」が設置され研究が進められており,その間「体

つくり運動部」として 3例の授業研究が行われてい

るが,2例 は「体ほぐしの運動」である。また,4
例の実技研修が実施されているが,そのすべてが「体

ほぐしの運動」であり,「体力を高める運動」につ

いては行われていないつ。また,体育科の研究校で

ある四日市市立笹川西小学校の2000年 度から2006

年度までの研究紀要によれば,60例の授業研究が

行われているが,「体力を高める運動」の実践例は

6例であるの。さらに,同 じく研究校である四日市

市立河原田小学校の2004年度から2006年 度までの

研究紀要によれば,16例の授業研究が行われてい

るが,「体力を高める運動」の実践例は 1例である D。
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